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本匝本航ノV J、 岩本共 セ ーー ヲ 火地

岩域岩態 露 ノV 及水原 JV 運伴 山 域

層 一 層 守 l:H 、 頁成 岩 毛 搬 ヒ 爆金
ノ 露 J、 見 ヲ ノ 岩岩 タ ノ セ 是後般

屠 出 又 JV j食 j伏 ノ ..，、 ノV J、 フ 等 ノ ーー

向 ミノ ーー ス 瞭累稲堅後 Lノ 賞亙

及其杉本ノV 然層梓岩君 プ 互時 '} 

傾 中原岩能 タ ヨ 村 一 一 堆居直 プ

斜 一 音日 ノ ，；・、 ノv ヲ 加包属積 ジ ーー 露、
J、鮫落粒 二λ モ

、
成増括 ジ生一海 Ill 

地歯 ノ ；伏然共 ν 竪子 ジ商品 成 ノ、 中 ス

聞及南 y,・ζ ・ ν 下 リ ヨ
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示存 渓岩 モ ノ 岩其 ヲ 主主： 毛 砂麓種

ス 不谷 ヲ 小他！晋西塗成 ノ 久 セ 火
jJ 艮 ーー 被杉 ノ ノ 方色 因 ト ジ ミノ 山

女日 ナ 1岱 フ 原岩上小 ジ及ス ク 火岩、
ジ JV ヒ εE 峠種部杉タ 露鼓水山 ノ、
開i二’輝 ノ ノ 一 J・ 原 ヲ 出 ーー 磨灰凝

層枚石 ナ 西事｝直 ii時 ノ 特作砂双

及貝 安ノV 坂 ス 接附 朕 ーー 用 ヨ 疋u三zf 

摺 ノ 山 J、、 一 JV 輝近 態第 ーー '} 一ー
I由化岩 正号 於関石 ーー ヨ 三働成 ジ

ーー 石 一 ヲ ケ 係安藤 '} 車己 ヲ3 リ プ

J、 ヲ 被推 ノV J、 山達 地層 v 熔二
五 著減 J、 考岩之岩 ジ 質 ト タ 岩種
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、
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JV J、 ノ、 集ノV 先 ノ 露部岩 J、

？及三 輝塊開 チ 一 出 ，，、 高官

色 演 石岩係粒 ジ J主 Fε 石
、

ヲ ホf 安 ノ ＿，、 賦 プ 叉岩 支
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γ アセ麓ヨノV 狭ヲアモ分之岩 y

ア 7 ノレニソモキ議共河解ヲト十、
流明モ逗以現河セ跡幅セ貫互谷

路治ノク来今流ソヲ炭 ノV 遇 居附、
｜ヲ ニ少狭毎 J、ヲ閉止キモス y、 近

、、
第 十カキ歳殆以クメ雨ノ凝 凝ニ i

キニヌ耕出トアカス岸ア茨双歪 i
五年ス地水全隔如道ニヘ岩岩 ノv I 

六河トノノクアク路 嘗 十 J、ニ 約 ｜

十ノ云残潟荒フンハア谷線 J、 一

尺南 フ 存ニ蕪 V J、震後ノ色角里、
ノ方十ス此地耕五ニ遠大乃 盤、竿

増山谷 JV 1TIJ ニ作開河セ崩至質 ノ

水腹ニノ段盤中村床ソ主主淡又悶

トニ於 ミ 郎セ談烏ノト地紘 ノ、 J、

ナ崩ケニチソ話屋砂思ニ色集主、、
Y 壊 ノV ジ耕蓋ヲ柳磯惟至ニ塊ニ

ニヲ大ア地ジ交川中スノV シ質凝

十致崩雨 J、明換雨ヲヘマアノ灰

除 γ 壊部破治ス部通キア集モ 岩

日土地落壊ニノV 落ジ河 J、塊ノヨ

ニ砂 J、ュセ十コノ、 i強段大質ァ y

ジ一目扇フ九ト相アノ、ナノ Y 成

ア 時下ス ν 年ヲ割出殆ノV モアソ

決ニ砂 ノV 現ノ得ジ水ト崩ノ安凝

f貴河防家今水タ想i：毎破壊殊山灰
セ流工屋 J、害 Y I也ユ ；壊ナニ岩頁

クニ事ノ僅アト J、共セジ甚ノ岩

トと中流ニ Y 都僅遁クトシ岩及

云落ニ出山アスニ路 v 雄ク脈砂
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土川 止 プ ナ 共 ノV 者 ーー モ ーー ヲ ミ／

砂ノ、 ス ノ、 ス 下所 ナ 見 ノ 層得現共
、

堆 1vi JV 容最 ヲ J、 フ JV ナ 理 サ ；伏流

蹟 ．ク ~·・、 易上四 南 ン岩ノV ヲ ソ 路
、

ジ上甚 一 部十岸今居 ヤ き品？目1 γ 於 ヲ

二流 タ 分 ノ 五 ーー ヤ 火 ょ、 "f: ブ 北

段ニ 因解岩度 ジ 断 J、 山 ノV 柔之

ノ 於難及石 ノ プ 崖 少噴 ヲ 軟 ヲ 蓄を

i可 プ ナ fj)! J、’傾高 ヲ ジ 出得 ナ 察 -1! 

段甚ノV 砕凝糾 サ ナ ク 物 タ JV 4ノ→、 ;J 
、

ヲ ジ .,._,_ ジ沃地ニ ジ 趣 ノ ;J 岩 ノV 而、
7t:. ク ク 傾岩 ト 四 プ ヲ 堆其片 一 三／

成 士事斜及 ナ 百河異積凝土難 プ

ジ砂業 彼集 γ 米床 一 セ 双砂 jJ 其

現 ヲ 上 ノ 塊芝 ア 一 ジ ノV 岩 ヨ フ 蛍

河流大 如凝草 ク 逼其 司k 叉 ;J ,A H寺
、 、

床 出 一 ク 方T(. ヲ 共 ;J 高 ノ
...；，、 成共 一

ヨ ジ 考急岩盤 最？；ヲ サ ナ 角 ;J 決於

;J タ ）意 ナ 、上 一 ノ、 JV 盛安 損 ケ

前 JV ヲ ノV ジ樹部助：i甚 ヤ 也…！マ 山 -1! JV 

ヨf ヲ 要 一 プ 木 J、 主長； タ ~3 灰岩 JV 出

::r 以 y、 於地 ヲ 直 ス 高 ナ 岩塊跡水、
プ プ 表裁立現 -jJ フ Z宅＂＇＂ド． ヲ ノ、

十共 J、 一 培 ジ メi』 フ サ ノ 多近 士
除下 之腺 ス ブ 1＆ス Lノ 分量 ク 砂

尺 流 ft 露 ノV 岩防 ジ f昨 一 之 ノ

一 j吉i ス ノ ’青 ー－． ノザ エE 一 ム口、 ヲ 流
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島分場i：村生岩 ノV 1軍 調必各 セ 3I '} 、
村解 地 』l;JJ ジ J、 一 ヨ 二九 要 所 フ 搬是
ノ ジ 一 石崩 或二 リ ノV ナ ノv セ 等

西 タ 士 間壊 J、 ヲ 身 車豆 JV 見 、 フ ノ

方 ノV i也 一 セ 之 記延 費 ~ 、 ノV こ2 Lノ I司
今・で.，~ 究於 ノv 一 連 一 ジ i可 ト 出 段、
於果 第 ブ ！？？挟 セ 通相 刃E三I 段 ナ ヌK －＇，、

ケ ナ ーー 切 甚 在 J、 ス ｛実 Lノ ノ ク ノ 現

JV JV 東 石 タ セ t也 ノV プ 4局 貢！！ 歳税朕

n月－－ 
~、 方 ヲ 少 フ 質 街 之 ソ ク 月 度 一一

壊 ク 一 fili キ v ，，、 3立 ヲ 土 ナ ヲ 一 1/x. 
＿，、 人 E』 e JV モ 或 第 上 攻砂 JV 経 ヨ 任

大 ブI 習h七 西 J 、 一 WT 究 ノ J、、 ；邑 リ セ

一 ヲ セ 入 島 民 キ己 々 ブ、 流 ク Jー，‘ 災 フ

ミ／ f:). ノV 町村域 層 一 ノV 下 ヰl~ JV 宝ιニ葛 ノV
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法 防 所 西 ノv 主 ヲ ア J主 i坊 ノ、 ス プ

望 Jl: ア 方 ノ、 所 望 ノv JV ヲ 桔•t ノV ノ、

ス J主 '} 一 慮 ア 砂 メ ~、 ノ 以木 ーー 出、
JV ノV 万臼三 見 々 ') 疋＇＂ヨf ') ジ 、、、 プ ノ 至 水、 、 、
ーー :3 v JV ーー 身 頁 j金 之生 JV 
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J、 容石丘壊 問 ヨ 一 ノv 保 ス ヨ？ シ

A五竜！？去 岩日吹Z ノ ノ 地 近 ') 於 ~、

ヰa是ρI ノV 司E ＇；叫，；「・
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塊 ナ 地 緩 ア ，，、 成 ブ ク ヌ、 コ 幸 一
~ごL; フ 下 会；I・ リ 粒t ソ f北 堤 ;v 一 下、

‘ 品主 二λ 深 ・1! 西木集察 ｜ザj :3 現破流、
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花説士 嘉甚 分山 ジ アニ ニ 施タ地｜

向察砂ケジ解萩遁堅御 行詰漸

岩セノ原ヵ深 J、ジ硬措；花スジ ク

~JM ス ？荒 ノ フ ヨそ
、

疋U王J Jlb 一 新 I ~可 ノV ア ．高

ノ 而下東 ..A ーー 骨新 乞／ 道岩 ヲ 此 ク
、流 ジ セ 一一 準 ヲ 道 ブ 一 地要 地 月E」月ム，
下 ブ ノV 和、 、、、 露 山 於方 三毛

方ニ 壊潤 : ま口 康 於 梨セ 本 プ ノ、 ブ ζ主

ノV 流 五F ク ttt ジ ケ 勝、 之 於 於甚
モ 域 ヲ 分 木 プ JV ヲ ケ ケ ジ

ノ 一 見布 ノ 高 花於検 JV JV ク

多 －，、 ノv ス .;f; ク ケ ミノ JJJJ 復上、
jJ 才五 大 2レ〆 ~~ lh主 岩 ノV タ 段 蓄大
ノ：／ J,Y;] 武花 -1! 立 J、 名 JV J、

11時
，、、 岩 川 (i.Yij JV 三／ 能勝 ノ 花 制F 一
v 機 上岩 所 加3 ク ノ 、、、、 WiJ 防 於

l・－ 甚 流地 ア 銭外地御 岩 工 ケ

錐 タ 国． ノ、 '} 二え 界 ヲ 獄 i也 事 ノる／
、

=£: 多 域準 又 JV ノ ナ 新 J、 t可
上 γ 持； ーー 時 ::r 信；－ ジ 道今 流 ) I) 、
流是 花之 一 カ Jlb 一 同 E告 ノ
ーー Lノ 同 ヲ 崩 ナ 一 地 於親 ノ ー~i己＇~· 

於 主主 岩望 壊 ケ t底 一 ケ 察 整廃
うー ジ ヨ メ セ 1ノ 抗遊ノV セ 理 ..；，、

四
JV 河 '} .；、 JV シ フ 才E ノv ト 甚

:ft 段 成 其 所 εε 峡 毛 岡 所 ヰ目 ジ

向 ヲ ;V 分 ア 所谷 ノ 岩少 侠 虫干

岩 ナ ニモ 鮪1 Lノ ーー ヲ 甚 ＿，、 ク 声fノ- 司王

ノ セ 之 ジ ト 依 ナ タ 蹴 II佐 之 ノ

月月 ノV ヲ ア モ ソ ジ 多 ジ ｛韮 ヲ ア、



重 ；隼 以 .［＿，、 Lノ Jえ 岩分花 四 ノ JY1 壊、

J II ア メ ブ ::::? プ 此 塊解 ！吊i 現 I裏 ジ

上 JV JV 之 雨． 外 一 Jヌ： 岩石 察 シ プ

流 モ 地 ヲ ナ 雪裂 J、 JV j出 英 一 出 流
ノ 今方 天 jJ 霜 l涼 t些 毛 jj l！~I 於水干

一 同 一 然 JV 露 多 タ ノ 記k プ 一 --e 
支 巡於 一 ,...., ノ キ g ト 於岩 検 i祭 JV 

、
流 同 ブ 委 ク 管 司＝ 大裂 ケ 地 ジ ジ モ

、
うi¥1 t J、 ..7. 而 カ ノ ナ ｜探 JV ブJ タ 土 ノ

若5 JV 柔 JV モ ーー J、 ;V ヨ m~ 一 ;V 砂亦
~~~ i也 l欧 一 丸1ヨ三 j』L 大 モ ソ 壊 於花 少
＿，、 方 ナ 於 等任 ノ j持 ケ j.YiJ こtJ二 jJ 

ーー ノv ア ノ セ ノ ア f4平共 JV 克包i玉, 一 フ
田 ノ、 分 ノ、 t也 フ 岩 ') ジ 1!'.l：崩 地 流 サ、
J京 甚 f拝 侠方 JV 片或 中 質 壊 .；・、 r ノV
ホt タ セ 復 一 、 一 ＿，、 音E殆 J,{[ ジ J、、

裂 大 JV 囚 於 一 彼岸田 一 石 ジ タ ジ
、

石 ナ 土 難 ケ 於砕 岩相 英 プ ノv 現

ヨ ;V イ沙 ナ JV プ 二フt ナ 塊 i司 閃 JJ!1 モ、
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